
今和 6年 6月 22日

上志段味学区区政協力委員会 (6月 定例会)

6月 7日 (金)に開催された守山区区政協力委員協議会の内容等について、この学区に関係する
ことなどを中心に報告させていただき、情報等の共有を図りたいと思います。その他参考事項など

も併せて報告します。

1 犯罪・交通事故発生状況、消防情報
(1)警察から

区内では、自転車盗が多発 しており、 5月 一か月だけで21件の被害がありました。今年に

入ってからは、既に昨年同じヒで約 2割の増カロとなっています。 21件の被害のうち 16件は無

施錠のものが狙われており、十分な注意が必要です。防止対策としては、ツーロックが最も効

果があるようです。

交in_事故は、区内では下志段味、瀬古学区で増カロしており、また、自転車が関係する事故
が、前年同じヒで約 3割の増カロとなっています。自転車に乗る人は必ずヘルメットの着装を
(2)消防から

充電 して繰 り返 し使えるリチウムイオン電池を搭載 した製品から出火する火災が多く発生し

ているようです。使用者の誤使用 (分解、衝撃、充電方法誤 りなど)が原因となり出火する事
例が多く、また、製品用途別では、持ち運び式の予備電池であるモバイルバッテリーからの出

火が最多となっています。迪切な充電方法や使用時における注意点など正 しい取扱い方法を守

り、火災を予防しましょう。

2 要配慮者の避難対策
近年の災害においては、多くの高齢者や障害者等が犠牲になっており、名古屋市において

も、そうした避難支援が必要な方々一人ひとりについて、「どのような支援が必要か」「どこに

避難するか」「誰が避難の支援をするか」などの個別避難計画を作成することになりました。

守山区もそのモデル地区となっていますが、ただ、会議では、計画の内容において地元の具

体的な協力、連携、調整、情報の共有等が不明瞭、不十分であるとの意見も多く、事務局で再

度見直しを行ない事業を進めることになりました。

3 モ リスちゃんのアクティブシニアチャレンジポイント事業の実施          `
この事業は、 5年程前から始まったもので、楽 しみながら健康づくりに取 り組む内容となっ

ています。 3つの「活動」(う ごく、たべる、つながる)に毎日意識的に取 り組むことで、フ
レイル (年齢によるだ身機能の低下)の予防 。改善を図ろうとするものです。 3つの活動のう
ち、どれか一つに取 り組んだ 1日 を應募券に記録 して |ポイントとし、 30ポイント達成すれ
ば、商品券・健康グッズなどが当たる抽選に応募



できます。
応募券付のパンフレットを公民館に配架 しておきますので、興味のある方は奮ってご参カロくだ

さい。

4 その他
(1)名古屋市区政協力委員大会における要望事項

これは、区政協力委員が日ごろ活動等をするうえでの市区行政に対する要望等を取りまと
め、関係部局に提出し対応を求めるものです。
ついては、学区の区政協力委員の皆さんからの要望意見等を参考にして、今回は以下の4

点を提出することとしました。
○ 交通流、交通量も大きく変化、増カロするなか、信号機、規制標識、道路標示等の設置な

ど交通インフラの整備促進について特に、通勤 。通学の時間帯において、主要な交差点
の渋滞を避けようと生活道路へ入り込む車両に対する規制措置 (抜け道対策)について
は、重点的に取 り組むよう要望 しました。

○ 大久手池、上志段味小学校北を東西に横切る遊歩道 (志段味線)の延伸について
大鷹製作所の南で工事がス トップしてぃるのを早期に県大側まで延伸することにより、
フルーツパークとシダミューの行き来が容易になるとともに、子どもたちにとっては最
も安全な通学路になる。

○ 学区内に交番の設置について
人口が急増 し、また、交通量等も増カロするなか、警察事案、事象の増カロが懸念されるた
め、この地区に「街灯台」としての交番の設置は急務であ    る。

○ 東谷山西側一帯の東谷地区における下水道の整備について
(2)な ごやライフバレー民間開発事業者の公募

センチュリーゲー トの西側一帯は、名古屋市が整備を進めている、いわゆる「なごやライフ
バ レー (な ごやサイエンスパークBゾーン)と 呼ばれ、様々な企業、病院等が誘致されていま
す。今回、ゆリクリニック、さつき保育園の北側に残る一区画 (約 5, 900活)について、
事業者の公募が行われます。

今回の施設整備の条件、テーマは、あくまで「民間のノウハウを活かした地域の活性化に寄
与する活用を図る」と明記されているため、単なる工場、倉庫等が建つことはありません。
順調に進めば、 10月 頃には事業者が決まる予定です。

市からの説明会において、私から、「こうした事業を推 し進めることの必要性等は十分理解
できるが、地元としては、それ以上に、上志段味交差点から北へ延びる道路の整備 と庄内川を

跨ぐ橋梁の早期着工について、名古屋市としても強く国等に申し入れをしてほしい。東谷橋、
新東谷橋の渋滞緩和にもつながる。」旨の要望を伝えておきました。

上恙段味学区区政協力委員会
委員長 西 村
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